
舌機能と閉塞性睡眠時無呼吸との関係について検討するために、舌位矯正装置（Tongue Right Positioner：TRP）により治療を行って

いる閉塞性睡眠時無呼吸症患者を対象として、舌機能の改善により睡眠時無呼吸がどの程度改善するかを明らかにすることを目的とする。

本研究により舌機能と閉塞性睡眠時無呼吸との関係を明らかにすることができれば、本疾患の病態のさらなる解明が期待される。 

本学及び共同研究機関（順天堂大学医学部附属順天堂医院及び日本大学松戸歯学部付属病院）でそれぞれデータの取得を行うが、データ

の解析は主として本学で実施する。 
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